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    P2～3 鬼石夏祭り 鬼石夏祭り

No.1348

真夏の激走、新田坂駆け上がり。
真夏の空に太鼓の音と笛の旋律が響く「鬼石夏祭り」。各町の山車が伝統のお囃

は や し

子を奏でながら練り歩き、名物「新
田坂駆け上がり」では若者たちの熱気が最高潮に。夜には山車が集結し、祭囃子と灯りが幻想的な世界を演出。
地域の絆と伝統が息づく、忘れられない２日間となりました。
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－伝統響き渡る夏の舞台－
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市長
コラムコラム 　８月を迎え夏本番！先月、藤岡の夏の醍

だい

醐
ご

味
み

の１つ、鬼石夏祭りが開催されました。祭囃
子の迫力、集う人々の熱量はまさに圧巻。地域が一体となる様子や、一人一人の輝く表情から、
長年紡がれてきた伝統と文化、先人たちの思いが地域の中で受け継がれ、笑顔とともに未来
に向けてさらに広がっていくことを確信し、感動しました。お祭りに携わっていただいた皆
さんに心から感謝申し上げます。
　今月30日㈯・31日㈰はいよいよ藤岡まつり。街中から聞こえる笛や太鼓の音に、今から心
が踊ります。大勢の人に参加していただき、伝統と文化に触れながら世代を超えた交流を図
るとともに、藤岡まつりならではの魅力を満喫していただきたいと思います！

紡がれてきた伝統と文化、先人たちの思いが未来へ広がる

100歳のお誕生日
おめでとうございます

市長から表彰状が贈られました

吉吉
よしはらよしはら

原原　秀秀
ひでこひ で こ

子子さんさん
（６（６月19日生まれ・鬼石）月19日生まれ・鬼石）

　６月10日、Crown Prideが市長を表敬訪問
し、第80回群馬県実業軟式野球大会Bクラ
ス優勝を報告しました。選手の山田さんは
「関東大会では、力を合わせて全国大会の切
符をつかみたいと思います」と話し、市長は
「今後の藤岡市の野球基盤を皆さんでさらに
厚くしていただきたい」と述べました。

第80回群馬県実業軟式野球大会
Bクラス優勝を報告

　福田康雄さん（本郷）の任期満了に伴い、中
島賢二さん（下日野）が市議会の同意を得て、
６月24日付で公平委員会委員に選任されま
した。

公平委員会委員の選任

中
なかじま

島 賢
けん じ

二さん
（下日野）

　７月８日、藤岡ボーイズが市長を表敬訪問
し、第56回日本少年野球選手権群馬県支部
予選優勝を報告しました。選手の飯塚さんは
「全国大会では、藤岡ボーイズらしく全身全
霊で最後までプレーしたい」と話し、市長は
「感謝の気持ちを持ちながら、全国大会を制
覇していただきたい」と述べました。

第56回日本少年野球選手権
群馬県支部予選優勝を報告

対象　健康に自信があり、注意事項・申込規約に同意した人（高校生以下
は保護者の同意が必要）
※ハーフコースへの参加は３時間以内で完走できる人
申し込み　８月７日㈭～９月30日㈫に「RUNNET」から申し込み
※あらかじめRUNNETへの会員登録（無料）が必要です
その他　当日の会場での受け付けはありません。事前に参加者へゼッケ
ンと計測チップを郵送するので、指定されたスタート時刻の20分前まで
にスタート地点へ集合してください

※本大会はスポーツ振興くじ助成金を受けています

コース 種目 参加料

ハーフ（定員 500 人）
一般男子（高校生～39歳・40～ 49歳・50～ 59歳・60～
69歳・70歳以上） 6,000 円
一般女子（高校生～ 49歳・50～ 59歳・60歳以上）

10km（定員 300 人）

高校生男子　※一般男子の枠では出場不可

5,000 円一般男子（高校生以下を除く 39歳以下・40～ 59歳・60～
69歳・70歳以上）
一般女子（高校生～ 39歳・40～ 59歳・60歳以上）

５km（定員 250 人）
一般男子（高校生～ 39歳・40～ 59歳・60歳以上）

4,000 円
一般女子（高校生～ 39歳・40～ 59歳・60歳以上）

３km（定員 150 人） 親子ペア（小学生以上）、中学生男子 親子ペア
4,000 円

中学生以下
2,500 円

２km（定員 150 人） 親子ペア（小学生以上）、小学３・４年生、小学５・６年生、
中学生女子

１km（定員 150 人） 親子ペア（小学生以上）、小学１・２年生

11/30

SUN

会場　総合運動公園陸上競
技場周辺

ランナーの皆さんがより安全に、より快適に、よりランナーの皆さんがより安全に、より快適に、より
楽しく走れる大会づくりのためにご支援いただける企楽しく走れる大会づくりのためにご支援いただける企
業または団体を募集します。業または団体を募集します。

ゼッケン（企業名など刷り込み、
プログラム掲載（A4サイズ）含む）６万円以上

プログラム掲載（A4サイズ） ２万円以上

プログラム掲載（A5サイズ） １万円以上

時間時間　午前６時 30分～午後１時（予定）　午前６時 30分～午後１時（予定）
内容内容　▷コース係（ランナー・歩行者・車　▷コース係（ランナー・歩行者・車
　　　両などの整理・誘導）　　　両などの整理・誘導）
　　　▷給水係（ランナーへの給水）　　　　▷給水係（ランナーへの給水）　
　　　▷会場係（参加者誘導、参加賞の配布）　　　▷会場係（参加者誘導、参加賞の配布）
対象対象　高校生以上の人　高校生以上の人

協賛物品協賛物品　大会運営を支援するために提供していただ　大会運営を支援するために提供していただ
ける物を募集します。受け渡し方法や提供可能な物かける物を募集します。受け渡し方法や提供可能な物か
どうかの確認は、下記の事務局に問い合わせてくださいどうかの確認は、下記の事務局に問い合わせてください

第14回

協賛金・協賛物品協賛金・協賛物品を募集していますを募集しています ボランティアボランティアを募集していますを募集しています

参加者募集

申し込み申し込み　10 月３日㈮までにふじ　10 月３日㈮までにふじ
おか電子申請受付システム（右記２おか電子申請受付システム（右記２
次元コードを読み取り）で申し込み、次元コードを読み取り）で申し込み、
または電話か直接事務局へまたは電話か直接事務局へ

▶
上
州
藤
岡

蚕
マ
ラ
ソ
ン
公
式
Ｘ

▶
上
州
藤
岡
蚕
マ
ラ
ソ
ン

公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

問い合わせ　市上州藤岡蚕マラソン実行委員会事務局（スポーツ課内☎508213）

同意した人（高校生以下



※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します ※広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します

夏の思い出夏の思い出
「ものづくり３days」「ものづくり３days」

　風鈴による夏の雰囲気を楽しみながら、形に
残る思い出を作ることができます。
期間　８月13日㈬～15日㈮
会場　土と火の里公園
◆特別体験─木工・竹細工・瓦細工体験─
▷コマ（500円）　▷竹とんぼ（200円）
▷瓦の手形（2,500円）など
◆模擬店
▷ヨーヨー釣り（100円）　▷かき氷（300円）など
◆約300個の風鈴の飾り付け
◆野外イベント─薪割り体験（無料）─
時間　午前10時～午後３時
内容　規定の量の薪を割ると、お菓子をプレゼ

ントします（無くなり次第終了）
問い合わせ　土と火の里公園（☎㉘0385）

イ
ベ
ン
ト

藤
岡
地
区
納
涼
祭

　

夕
涼
み
を
し
な
が
ら
、
盆
踊
り

や
模
擬
店
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
内
容

８
月
23
日
㈯
▽
午

後
４
時
＝
子
ど
も
向
け
お
楽
し
み

イ
ベ
ン
ト
▽
午
後
５
時
30
分
＝
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
▽
午
後
６

時
＝
開
会
、
音
楽
演
奏
や
盆
踊
り

会
場　

市
民
ホ
ー
ル

そ
の
他　

藤
岡
地
区
以
外
の
人
も

参
加
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ　

地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
藤
岡（
☎
㉒
０
５
３
４
）

講
座
・
教
室

体
調
を
整
え
る

ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
教
室

　

ス
パ
イ
ス
の
効
能
に
つ
い
て
学

び
な
が
ら
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

９
月
６
日
㈯
午
前
10
時
〜

正
午

会
場

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡

内
容　

夏
の
暑
さ
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
ス
パ
イ
ス
の
効
能
解
説
を

受
け
な
が
ら
、
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

を
作
り
ま
す

講
師　

木
村
博
明
さ
ん（
キ
ム
ラ

ン
カ
食
堂
店
主
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人

定
員

20
名（
先
着
順
）

参
加
料　

２
０
０
０
円

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

８
日
㈮
〜
20
日
㈬
に
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
藤
岡（
☎
㉒
０
５
３
４
）へ

男
性
料
理
教
室（
中
級
編
）

　

こ
れ
か
ら
料
理
を
学
び
た
い
・

料
理
が
上
手
に
な
り
た
い
男
性
を

対
象
と
し
た
料
理
教
室
で
す
。

日
時　

９
月
13
日
㈯
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
神
流

内
容　

▽
調
理
実
習
＝
ご
飯
・
餃

子
・
小
松
菜
と
ツ
ナ
の
ナ
ム
ル
・

か
き
た
ま
ス
ー
プ
・
季
節
の
果
物

▽
自
宅
の
味
噌
汁
塩
分
測
定（
希

望
者
の
み
）

講
師　

食
生
活
改
善
推
進
員

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員

12
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円（
料
理
本

付
き
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
手
拭
き
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・

自
宅
の
味
噌
汁
１
０
０
㏄（
希
望

者
の
み
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

８
日
㈮
〜
９
月
１
日
㈪
に
健
康
づ

く
り
課（
☎
40
２
８
０
８
）へ

ユ
ネ
ス
コ
協
会
後
期
教
室

ウ
ク
レ
レ

日
時

９
月
２
日
〜
11
月
11
日（
９

月
23
日
を
除
く
）
の
火
曜
日
午
後

１
時
〜
２
時（
全
10
回
）

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
南
棟

講
師　

角
田
小
枝
さ
ん（
ウ
ク
レ

レ
講
師
）

定
員

15
人（
先
着
順
、
最
小
実

施
人
数
10
人
）

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具
・
メ

モ
帳
・
ウ
ク
レ
レ

そ
の
他　

ウ
ク
レ
レ
は
貸
し
出
し

が
可
能
で
す
。
希
望
者
は
申
し
込

み
時
に
伝
え
て
く
だ
さ
い（
先
着

順
、
数
に
限
り
あ
り
）

ヨ
ガ

日
時　

９
月
３
日
〜
11
月
５
日
の

水
曜
日
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30

分（
全
10
回
）

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　

木
村
由
紀
さ
ん（
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

定
員

12
人（
先
着
順
、
最
小
実

施
人
数
10
人
）

持
っ
て
く
る
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
・

飲
み
物

そ
の
他　

あ
ら
か
じ
め
動
き
や
す

い
服
装
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

初
級
英
会
話

日
時

９
月
２
日
〜
11
月
11
日（
９

月
23
日
を
除
く
）
の
火
曜
日
午
後

６
時
30
分
〜
８
時（
全
10
回
）

会
場　

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
北
棟

講
師　

ア
イ
リ
ン
・
コ
ル
シ
ノ
さ

ん（
市
Ａ
Ｌ
Ｔ
）

定
員

14
人（
先
着
順
、
最
小
実

施
人
数
10
人
）

持
っ
て
く
る
物　

筆
記
用
具

共
通
事
項

対
象　

中
学
生
以
上

参
加
料　

５
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

８
日
㈮
〜
19
日
㈫
に
ふ

じ
お
か
電
子
申
請
受
付

シ
ス
テ
ム（
詳
細
は
下

記
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

確
認
）
か
ら
申
し
込
み
ま
た
は
藤

岡
地
方
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
内
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

人
権
啓
発
指
導
者
養
成
講
座

　

全
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
し
、

思
い
や
り
と
優
し
さ
に
満
ち
た
市

民
生
活
の
実
現
を
目
指
し
た
講
座

で
す
。（
１
回
の
み
の
参
加
も
可
）

第
1
回

日
時　

９
月
22
日
㈪
午
後
２
時
〜

会
場　

教
育
庁
舎

内
容

国
際
社
会
か
ら
考
え
る「
人

権
」第

２
回

日
時

10
月
15
日
㈬
午
後
２
時
〜

会
場　

教
育
庁
舎

内
容　

人
を
優
し
く
見
る
に
は
―

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
か
ら
考
え
る
―

第
３
回

日
時

11
月
12
日
㈬
午
後
２
時
〜

会
場　

教
育
庁
舎

内
容　

同
和
問
題
の
現
状
と
課
題

第
４
回

日
時

12
月
12
日
㈮
午
後
２
時
15

分
〜

会
場　

み
か
ぼ
み
ら
い
館

内
容　

人
権
講
演
会「
み
ん
な
の

学
校
」が
お
し
え
て
く
れ
た
こ
と

第
５
回

日
時　

令
和
８
年
１
月
29
日
㈭
午

後
２
時
〜

会
場　

教
育
庁
舎

内
容

人
権
意
識
を
高
め
る
た
め
に

共
通
事
項

定
員

10
人（
先
着
順
、
第
４
回

を
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

29
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
生
涯
学
習

課（
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

歴
史
講
座「
秩
父
事
件

そ
の
時
、
鬼
石
は
？
」

　

隣
接
す
る
埼
玉
県
で
起
き
、
日

本
近
代
史
上
最
大
の
農
民
蜂
起
と

も
い
わ
れ
る「
秩
父
事
件
」と
鬼

石
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

会
場

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
鬼
石

講
師　

佐
藤
裕
彦
さ
ん（
元
中
学

校
長
）

定
員

40
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

８
日
㈮
〜
18
日
㈪
に
電
話
で
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
鬼
石（
☎
52
３

８
８
１
）へ

　７月１日付で針谷幸次郎さん
（再任・小野）、岸美由紀さん（新
任・平井）が、法務大臣から人権
擁護委員に委嘱されました。
　人権擁護委員の任期は３年で、
人権尊重の理念の普及や人権に関
する相談に応じています。相談は
無料で秘密は厳守されます。

相談日・会場
▷市役所本庁舎＝毎月第２・４金
曜日
▷地域づくりセンター鬼石＝４・
７・９・12月の第３木曜日
時間　午後１時～３時
問い合わせ
地域づくり課（☎402211）

人権に関する相談を受け付けます

針
はり

谷
がい

幸
こう

次
じ

郎
ろう

さん（小野）

岸
きし

美
み

由
ゆ

紀
き

さん（平井）

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
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問
い
合
わ
せ　

県
母
子
寡
婦
福
祉

協
議
会（
☎
０
２
７
・
２
５
５
・

６
６
３
６
）・
子
ど
も
課（
☎
40

２
２
８
６
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
提
供
会
員

　

地
域
で
子
ど
も
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
「
提
供
会
員
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

内
容　

お
お
む
ね
生
後
３
カ
月
〜

中
学
生
ま
で
の
預
か
り
、
保
育
施

設
・
習
い
事
な
ど
の
送
迎

対
象　

市
内
在
住
の
心
身
と
も
に

健
康
な
20
歳
以
上
の
人

登
録
料　

無
料

※
登
録
時
に
セ
ン
タ
ー
で
会
員
証

用
の
顔
写
真
を
撮
影
し
ま
す

報
酬
料　

▽
平
日
午
前
７
時
〜
午

後
７
時
＝
１
時
間
当
た
り
７
０
０

円
▽
平
日
の
上
記
以
外
の
時
間
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
）
＝
１

時
間
当
た
り
９
０
０
円

※
交
通
費
と
し
て
自
家
用
車
を
利

用
し
た
場
合
は
10
㎞
当
た
り
１
０

０
円

そ
の
他　

安
心
・
安
全
に
活
動
で

き
る
よ
う
に「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
補
償
保
険
」

に
加
入
し
て
い
ま
す

日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

（
に
ほ
ん
ご
ひ
ろ
ば
）

外が
い

国こ
く

人じ
ん

の
た
め
の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

の
受じ

ゅ

講こ
う

者し
ゃ

を
募ぼ

集し
ゅ
うし
ま
す
。

日に
ち

時じ

金き
ん

曜よ
う

日び

午ご

後ご

７
時じ

〜
８
時じ

30
分ぷ

ん（
毎ま

い

月つ
き

３
回か

い

）

会か
い

場じ
ょ
う

総そ
う

合ご
う

学が
く

習し
ゅ
うセ
ン
タ
ー

内な
い

容よ
う

初は
じ

め
て
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ぶ
人ひ

と

や
日に

本ほ
ん

語ご

能の
う

力り
ょ
く

試し

験け
ん

を
受う

け

け
た
い

人ひ
と

な
ど
、
要よ

う

望ぼ
う

に
合あ

わ
せ
て
個こ

別べ
つ

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

び
ま
す

対た
い

象し
ょ
う

市し

内な
い

在ざ
い

住じ
ゅ
う・

在ざ
い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

定て
い

員い
ん

若
じ
ゃ
っ

干か
ん

名め
い（

先せ
ん

着ち
ゃ
く

順じ
ゅ
ん）

そ
の
他た

教
き
ょ
う

室し
つ

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
市し

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
下か

記き

２
次じ

元げ
ん

コ
ー
ド
を
読よ

み
取と

り
）
で
確か

く

認に
ん

で
き

ま
す

申も
う

し
込こ

み
・
問と

い
合あ

わ
せ　

ふ
じ

お
か
電で

ん

子し

申し
ん

請せ
い

受う
け

付つ
け

シ
ス
テ
ム（
下か

記き

２
次じ

元げ
ん

コ
ー
ド
を
読よ

み
取と

り
）
か
ら
申も

う

し
込こ

み
ま
た
は
市し

国こ
く

際さ
い

交こ
う

流り
ゅ
う

協き
ょ
う

会か
い

事じ

務む

局き
ょ
く（

企き

画か
く

課か

内な
い

☎
40
２

４
２
８
）へ

経
営
者
向
け
実
践
セ
ミ
ナ
ー

日
時　

９
月
26
日
㈮
・
10
月
24
日

㈮
・
11
月
25
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

市
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
子
ど
も
課
内
☎
㉓
５
７
７
７
）

ス
ポ
ー
ツ

問
☎
50
８
２
１
３

ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
時　

９
月
７
日
㈰

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
部

※
予
備
日
９
月
８
日
㈪

時
間　

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　

保
美
憩
い
の
広
場

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
ク

ラ
ブ
の
人

競
技
方
法

24
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

参
加
料　

５
０
０
円

そ
の
他　

道
具
の
貸
し
出
し
可
能

申
し
込
み　

８
月
15
日
㈮
ま
で
に

参
加
料
を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
ま

た
は
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

関
口
さ
ん（
☎
㉓
１
１
６
５
）へ

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

時
間　

午
前
９
時
開
会

会
場　

市
民
体
育
館

対
象

市
内
在
住
の
家
庭
婦
人（
既

婚
者
お
よ
び
35
歳
以
上
の
女
性
）

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

３
時
30
分

会
場

地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
藤
岡

内
容　

全
３
回
▽
第
１
回
＝
売
上

に
困
ら
な
く
な
る
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
の
磨
き
方
▽
第
２
回
＝
顧
客
に

ス
ル
ー
さ
れ
な
い
提
案
の
作
り
方

▽
第
３
回
＝
集
客
で
き
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
使
い
方

※
各
回
の
み
の
参
加
も
可
能

講
師　

山
川
真
以
子
さ
ん（
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
兼
群
馬
県
よ
ろ

ず
支
援
拠
点
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

対
象　

市
内
事
業
者

定
員

20
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

各
回
の
前
日
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム（
下
記
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）か
ら
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ　

商
業
観
光
課（
☎

40
２
３
１
８
）

普
通
救
命
講
習
会

日
時　

９
月
６
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時

会
場　

多
野
藤
岡
広
域
消
防
本
部

内
容　

普
通
救
命
講
習
Ⅲ（
小
児

の
心
肺
蘇
生
法
な
ど
）

定
員

30
人（
先
着
順
）

受
講
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
22
日
㈮
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）
ま
た

は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課

へ
。参
加
チ
ー
ム
は
参
加
料
を
持
っ

て
、
８
月
26
日
㈫
午
後
７
時
か
ら

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
教
育
庁
舎
で

行
わ
れ
る
代
表
者
会
議
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
部

※
予
備
日
９
月
８
日
㈪

時
間　

午
前
９
時
15
分
開
会

会
場　

藤
岡
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

競
技
方
法

27
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー

ク
プ
レ
ー

参
加
料　

５
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
15
日
㈮
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）
ま
た

は
参
加
料
を
持
っ
て
ス

ポ
ー
ツ
課
へ

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
部

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

会
場　

庚
申
山
総
合
公
園
第
２
体

育
館

内
容　

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
体
験（
モ

ル
ッ
ク
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
ス
マ
イ
ル

ボ
ウ
リ
ン
グ
ほ
か
）

そ
の
他　

受
講
終
了
後
に
普
通
救

命
講
習
Ⅲ
の
修
了
証
を
交
付
し
ま
す

申
し
込
み　

８
月
19
日
㈫
〜
９
月

２
日
㈫
に
多
野
藤
岡
広
域
消
防
本

部
ま
た
は
鬼
石
消
防
分
署
へ

問
い
合
わ
せ　

多
野
藤
岡
広
域
消

防
本
部
（
☎
㉕
８
０
１
８
）
・
鬼

石
消
防
分
署
（
☎
52
３
５
０
５
）・

地
域
安
全
課
（
☎
㉒
７
４
４
４
）

募
集

関
孝
和
先
生

顕
彰
全
日
本
珠
算
競
技
大
会

　

算
聖
関
孝
和
先
生
の
業
績
を
顕

彰
す
る
全
日
本
珠
算
競
技
大
会
で

す
。

日
時

11
月
３
日
㈷
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
30
分

会
場

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

種
目　

団
体
総
合
競
技
・
個
人
総

合
競
技
・
種
目
別
競
技

部
門　

小
学
生
以
下
の
部
、
中
学

生
の
部
、
高
校
生
・
一
般
の
部

参
加
料　

１
人
２
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月

24
日
㈬
ま
で
に
ふ
じ
お
か
電
子
申

請
受
付
シ
ス
テ
ム（
詳

細
は
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
っ
て
確
認
）

対
象　

健
康
な
人

参
加
料　

無
料

持
っ
て
く
る
物　

室
内
用
運
動
靴

申
し
込
み　

当
日
、
直
接
会
場
へ

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

日
時

８
月
31
日
㈰
午
前
９
時
開
会

会
場　

市
民
体
育
館

種
目　

一
般
男
女
９
人
制

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人
で

編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
お
よ
び
招
待

チ
ー
ム

※
高
校
生（
定
時
制
生
徒
は
除
く
）

以
下
の
人
は
出
場
で
き
ま
せ
ん

参
加
料　

１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
15
日
㈮
ま
で
に

ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ
ス
テ

ム（
下
記
２
次
元
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
）
ま
た

は
電
話
で
ス
ポ
ー
ツ
課

へ
。参
加
チ
ー
ム
は
参
加
料
を
持
っ

て
、
８
月
20
日
㈬
午
後
７
時
か
ら

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
教
育
庁
舎
で

行
わ
れ
る
代
表
者
会
議
へ
出
席
し

て
く
だ
さ
い

か
ら
申
し
込
み
ま
た
は
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
現
金
書
留

か
直
接
〒
375

－

０
０
２
４
藤
岡
市

藤
岡
１
４
８
５
関
孝
和
先
生
顕
彰

全
日
本
珠
算
競
技
大
会
事
務
局（
生

涯
学
習
課
内
☎
㉒
６
８
８
８
）へ

※
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
上

記
２
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

就
業
支
援
講
習
会
受
講
者

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お
よ
び
寡

婦
を
対
象
と
し
た
簿
記
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

日
時

10
月
５
日
〜
11
月
30
日
の

日
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時（
全

８
回
）

会
場　

中
央
総
合
学
院
Ｔ
Ａ
Ｃ
群

馬
校（
前
橋
市
南
町
）

内
容　

簿
記
３
級
取
得
に
向
け
て

の
講
習

対
象　

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

庭
の
親
お
よ
び
寡
婦

定
員

15
人（
抽
選
）

受
講
料　

無
料（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
が
か
か
り
ま
す
）

申
し
込
み　

９
月
29
日
㈪
ま
で
に

専
用
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

（
下
記
２
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）
ま
た
は

電
話
で
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会
へ

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
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や
わ
ら
か
ダ
ン
ベ
ル
教
室

期
日　

各
組
６
回
▽
Ａ
組（
初
心

者
向
け
）
＝
９
月
16
日
〜
12
月
２

日
の
第
１
・
３
火
曜
日
▽
Ｂ
組（
経

験
者
向
け
）
＝
９
月
30
日
〜
12
月

23
日
の
第
２
・
４
・
５
火
曜
日

時
間　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

講
師　

瀧
本
陽
子
さ
ん（
ダ
ン
ベ

ル
健
康
体
操
指
導
員
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

参
加
料　

１
０
０
０
円（
ス
ポ
ー

ツ
保
険
料
ほ
か
）

申
し
込
み　

８
月
12
日
㈫
〜
28
日

㈭
に
参
加
料
を
持
っ
て
直
接
ス
ポ
ー

ツ
課
へ

市
民
卓
球
大
会

日
時

10
月
５
日
㈰
午
前
９
時
開
会

会
場　

市
民
体
育
館

種
目
・
参
加
料　

▽
中
学
生
男
子
・

女
子
団
体
＝
１
０
０
０
円
▽
一
般

男
子
・
女
子
団
体（
高
校
生
以
上
）＝

２
０
０
０
円（
高
校
生
＝
１
６
０

０
円
）
▽
小
学
生
男
子
・
女
子
シ

ン
グ
ル
ス
＝
５
０
０
円
▽
中
学
生

男
子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
＝
５
０

０
円
▽
一
般
男
子
・
女
子
シ
ン
グ

ル
ス（
高
校
生
以
上
）
＝
１
０
０

０
円
（
高
校
生
＝
８
０
０
円
）
▽

中
学
生
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
＝

１
０
０
０
円
▽
一
般
男
子
・
女
子

ダ
ブ
ル
ス（
高
校
生
以
上
）
＝
２

０
０
０
円（
高
校
生
＝
１
６
０
０

円
）
▽
一
般
混
合
ダ
ブ
ル
ス（
高

校
生
以
上
）
＝
２
０
０
０
円（
高

校
生
＝
１
６
０
０
円
）
▽
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
混
合
団
体
＝
１
６
０
０
円

▽
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
混
合
ダ
ブ
ル
ス
＝

２
０
０
０
円

※
参
加
料
は
大
会
当
日
に
持
参

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
・

在
ク
ラ
ブ
の
人（
小
中
学
生
・
高

校
生
は
多
野
郡
在
住
・
在
学
・
在

ク
ラ
ブ
の
人
も
出
場
可
）

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈮
〜
９
月

４
日
㈭
午
後
５
時
に
ふ
じ
お
か
電

子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

（
下
記
２
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）
か
ら
申

し
込
み
ま
た
は
申
込
書

（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
）を
持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

知
的
障
が
い
者
水
泳
教
室

日
時　

▽
第
４
期
＝
９
月
27
日
〜

10
月
25
日
▽
第
５
期
＝
11
月
１
日
〜

29
日
の
土
曜
日
午
前
８
時
30
分
〜

９
時
30
分（
各
期
５
回
）

会
場　

み
ず
と
ぴ
あ
藤
岡

玉
県
秩
父
郡
長
瀞
町
大
字
野
上
下

郷
）

種
目　

▽
ラ
イ
フ
ル
の
部（
大
口

径
）
▽
ス
ラ
ッ
グ
の
部
（
口
径
を

問
わ
ず
）

競
技
内
容　

合
計
30
発
撃
ち
▽
静

的
50
ｍ（
立
射
10
発
・
膝
射
10
発
）

▽
動
的
50
ｍ（
10
発
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
で
一
般

狩
猟
銃
を
所
有
し
て
い
る
人

参
加
料　

５
５
０
０
円（
会
場
使

用
料
・
賞
品
代
・
的
紙
代
・
昼
食

代
ほ
か
）

申
し
込
み　

８
月
20
日
㈬
ま
で
に

射
撃
部
小
林
さ
ん（
☎
０
９
０
・

１
１
０
０
・
９
６
１
６
）
ま
た
は

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｇ
ス
ク
ー
ル

１
Ｄ
ａ
ｙ
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

ゴ
ル
フ
を
続
け
る
た
め
の「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
」
や
運
動

し
な
が
ら
頭
を
使
う「
デ
ュ
ア
ル

タ
ス
ク
」
を
取
り
入
れ
た
ス
ク
ー

ル
で
す
。

日
時　

９
月
17
日
㈬
午
後
１
時
〜

４
時

会
場　

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ

講
師　

日
本
ゴ
ル
フ
協
会
員

対
象

市
内
在
住
の
55
歳
以
上
の
人

定
員

10
人（
先
着
順
）

参
加
料　

１
０
０
０
円（
当
日
持

参
）

持
っ
て
く
る
物　

運
動
の
で
き
る

服
装（
道
具
は
不
要
）

申
し
込
み　

９
月
10
日
㈬
ま
で
に

グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ（
☎
０
２
７
・
３
８
７
・
８

２
１
１
）へ

市
民
太
極
拳
教
室

　

ゆ
っ
く
り
と
し
た
動
き
で
体
幹

や
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル
を
刺
激
し
、

体
を
鍛
え
な
が
ら
心
も
整
え
ま
す
。

日
時　

９
月
30
日
〜
12
月
23
日
の

火
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分（
全

10
回
）

会
場

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上
の
人（
学
生
は
保

護
者
の
同
意
が
必
要
）

定
員

50
人（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円（
保
険
料
を

含
む
）

※
初
回
の
教
室
に
持
参

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈮
〜
９
月

５
日
㈮
に
ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受

付
シ
ス
テ
ム（
下
記
２

次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

り
）
か
ら
申
し
込
み
ま

た
は
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

９月の休日当番医 診療時間は原則午前９時～午後６時　歯科医院は午前９時～正午
※急な変更が発生する場合があります。必ず連絡の上、受診してください

日 医療機関 産婦人科 歯科

７日㈰ 鬼 石 病 院
鬼石 ・ ☎523121

すぎやまメディカルクリニック
下大塚・☎⑳1666

清 水 歯 科 医 院
上栗須・☎㉒6655

14日㈰ く す の 木 病 院
旭町 ・ ☎㉔3111

根岸産婦人科小児科医院
中栗須・☎㉔1111

く す の 木 病 院
旭町 ・ ☎㉔3111

15日㈷ 栗原胃腸科外科医院
神田 ・ ☎402299

飯田整形外科医院
篠塚 ・ ☎㉒5770

藤 岡 総 合 病 院
中栗須・☎㉒3311

中 島 歯 科 医 院
６丁目・☎㉔1135

21日㈰ 篠 塚 病 院
篠塚 ・ ☎㉓9261

しののめクリニック
中栗須・☎㉒8851

中村歯科クリニック
中大塚・☎㉒0055

23日㈷ 光 病 院
本郷 ・ ☎㉔1234

や ま う ち 内 科
２丁目・☎㉔5792

光 病 院
本郷 ・ ☎㉔1234

西 泉 歯 科 医 院
上栗須・☎㉔0418

28日㈰ 鬼 石 病 院
鬼石 ・ ☎523121

あいおいクリニック
芦田町・☎㉔8811

神流町歯科診療所
神流町・☎572019

　◎救急テレホンサービス（☎㉓6699）　緊急に対応できる医療機関を24時間案内します

手話をやってみよう（第77回）

　手話は音声言語と異なり、手指や体の動き、表情
を使って視覚的に表現する言語です。手話が身近な
言語となるよう、皆さんもやってみましょう。
　今月は「ボランティア」を紹介します。

を
読
み
取
り
）
か
ら
申
し
込
み
ま

た
は
申
込
書（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）
を

持
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
課
へ

問
い
合
わ
せ　

市
水
泳
協
会
多
胡

さ
ん（
☎
㉒
３
５
４
４
）

ラ
イ
フ
ル
・
ス
ラ
ッ
グ

射
撃
大
会

日
時　

８
月
24
日
㈰
午
前
８
時
30

分
競
技
開
始

会
場　

埼
玉
県
長
瀞
射
撃
場（
埼

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
で
知
的

障
が
い
の
あ
る
小
中
学
生
お
よ
び

高
校
生

定
員　

小
中
学
生
４
人
、
高
校
生

７
人（
先
着
順
）

参
加
料　

各
期
３
６
０
０
円（
初

回
の
教
室
に
持
参
）

持
っ
て
く
る
物　

水
着
・
タ
オ
ル
・

ゴ
ー
グ
ル
・
水
泳
帽
子

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈮
〜
９
月

８
日
㈪
に
ふ
じ
お
か
電

子
申
請
受
付
シ
ス
テ
ム

（
下
記
２
次
元
コ
ー
ド

　両手の人差し指と中指を交互に出して、「歩く」
を表現する。並んで歩くイメージで行う。

問い合わせ　福祉課（☎402384）

【ボランティア】

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
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市
民
剣
道
大
会

日
時　

９
月
14
日
㈰
午
前
８
時
30

分
受
け
付
け
、
午
前
９
時
開
会
式

会
場

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
体
育
館

競
技
方
法　

個
人
戦（
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
ま
た
は
リ
ー
グ
戦
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
ま
た
は
藤
岡
市
剣
道
教
室
、

鬼
石
剣
道
教
室
、
藤
岡
警
察
署
少

年
剣
道
教
室
に
所
属
し
て
い
る
人

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
８
日
㈮
〜
22
日

㈮
に
ふ
じ
お
か
電
子
申
請
受
付
シ

ス
テ
ム（
下
記
２
次
元

コ
ー
ド
を
読
み
取
り
）

か
ら
申
し
込
み
ま
た
は

申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）
を
持
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
課
へ

健
康
福
祉

つ
ど
い
参
加
者
募
集

　

ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
人
が
一
歩

外
へ
踏
み
出
す
こ
と
を
目
的
と
し

た
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
の
で
き

る
居
場
所
で
す
。
保
健
師
が
社
会

参
加
に
向
け
た
支
援
や
相
談
を
受

け
付
け
ま
す
。

日
時　

毎
週
水
曜
日（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）午
前
９
時
〜
11
時

会
場　

障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
き

ら
ら

内
容　

お
菓
子
づ
く
り
・
ゲ
ー
ム
・

手
芸
・
課
外
活
動（
花
見
・
初
詣
・

美
術
館
な
ど
）

対
象　

市
内
在
住
で
ひ
き
こ
も
り

が
ち
な
人

参
加
料　

無
料（
材
料
費
な
ど
を

徴
収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）

持
っ
て
く
る
物　

上
履
き

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉

課（
☎
40
２
３
８
４
）

成
人
健
康
相
談

日
時　

８
月
29
日
㈮
午
後
１
時
〜

４
時（
要
予
約
）

会
場　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

▽
健
康
や
栄
養
・
薬
に
つ

い
て
の
相
談
会
▽
血
管
年
齢
測
定

▽
体
組
成
測
定
な
ど

持
っ
て
く
る
物　

検
診
結
果
票
・

健
康
手
帳
・
お
薬
手
帳
な
ど
相
談

対
象
者
の
健
康
状
態
が
分
か
る
物

そ
の
他　

▽
相
談
は
家
族
な
ど
本

人
以
外
で
も
受
け
付
け
ま
す
▽
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
利
用
者
は
体
組
成
測

定
を
行
え
ま
せ
ん

問
い
合
わ
せ

健
康
づ
く
り
課（
☎

40
２
８
０
８
）

ひ
き
こ
も
り
に

関
す
る
相
談

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
こ
と
で

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
か
分
か

ら
な
か
っ
た
り
、
相
談
す
る
こ
と

を
た
め
ら
っ
て
い
る
本
人
や
そ
の

家
族
を
対
象
に
保
健
師
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
は
誰
に
で
も
起
こ

り
え
ま
す
。
悩
み
や
苦
し
み
を
抱

え
込
ま
ず
に
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。一
人
一
人
に
合
わ
せ
て
、

必
要
な
支
援
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

日
時　

月
〜
金
曜
日
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
）

※
相
談
に
は
予
約
が
必
要
で
す

会
場　

福
祉
会
館

対
象　

市
内
在
住
で
ひ
き
こ
も
り

が
ち
な
人
や
そ
の
家
族

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

福
祉

課（
☎
40
２
３
８
４
）

そ
の
他

公
用
車（
消
防
車
）の
売
り
払
い

　

市
の
消
防
車
を
一
般
競
争
入
札

で
売
り
払
い
し
ま
す
。

車
両
公
開
期
間　

８
月
15
日
㈮
ま

で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

車
両
公
開
場
所　

多
野
藤
岡
広
域

消
防
本
部
敷
地
内（
要
予
約
）

対
象
車　

い
す
ゞ
消
防
車（
平
成

13
年
10
月
初
年
度
登
録
、軽
油
車
）

最
低
売
払
価
格

91
万
円（
消
費

税
抜
き
）

入
札
参
加
資
格　

次
の
全
て
を
満

た
す
個
人
・
法
人
▽
令
和
７
年
１

月
１
日
現
在
で
本
市
に
住
所
を
有

す
る
18
歳
以
上
の
人
ま
た
は
市
内

に
本
社
・
営
業
所
が
あ
る
法
人
▽

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
▽
地
方

みんなで５ゼロアクション
～ふじおか５つのゼロ宣言～

問い合わせ　環境課（☎402264）

今日からできる、小さなエコ習慣

　レジ袋・ペットボトル・使い捨てのスプーン
やストローなどは、私たちの生活に便利な反面、
自然にさまざまな悪影響を及ぼしています。ま
ずは、身の回りの「使い捨て」を見直し、小さな
「やってみよう」を大切にしてみましょう。
　美しい自然を守るために、プラスチックごみ
について考えてみませんか？
できること

▷詰め替えやリフィル製品を活用する
▷正しくごみを分別し、リサイクルにつなげる
▷商品を選ぶときは、過剰包装でない物を選ぶ

件
あ
り
）

対
象　

農
業
を
す
る
人（
農
業
に

年
間
60
日
以
上
従
事
す
る
65
歳
未

満
で
、
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
で
あ
れ
ば
、
農
地
な
ど
の
権
利

名
義
が
無
く
て
も
加
入
で
き
ま
す

（
60
歳
以
上
は
追
加
要
件
あ
り
））

加
入
申
し
込
み　

農
業
協
同
組
合

の
各
支
店
へ

問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会
事
務

局（
☎
40
２
３
０
７
）

困
っ
た
ら　

ひ
と
り
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

　

９
月
１
日
㈪
〜
10
月
31
日
㈮
は

行
政
相
談
月
間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣

が
委
嘱
し
た
民
間
有
識
者
で
、
全

国
に
約
５
０
０
０
人
が
配
置
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
市
の
行
政
相
談
委

員
は
、
新
井
和
子
さ
ん
・
吉
田
賢

治
さ
ん
・
野
口
浩
之
さ
ん
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
相
談
日
な
ど
の
詳
細

は
、
今
号
21
ペ
ー
ジ
お
よ
び
次
号

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
き
く
み
み
行
政
苦
情
１

１
０
番（
☎
０
５
７
０
・
０
９
０
・

１
１
０
）・
地
域
づ
く
り
課
（
☎

40
２
２
１
１
）

全
国
一
斉「
こ
ど
も
の
人
権
相
談
」

強
化
週
間

　

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、全
国
一
斉「
こ

ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化
週
間
を

実
施
し
ま
す
。
期
間
中
は
、
い
じ

め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
関
す
る
相
談
の
取
り
扱

い
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

　

対
応
は
人
権
擁
護
委
員
と
法
務

局
職
員
が
当
た
り
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
人
権
に
関

す
る
悩
み
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
法

務
局
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間

８
月
27
日
㈬
〜
９
月
２
日
㈫

受
付
時
間　

▽
月
〜
金
曜
日
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
７
時
▽
土
・
日

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

相
談
方
法　

▽
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
＝
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
法
務
局
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
じ

ん
け
ん
相
談
（@

line
jinkensoudan

）」を
友
だ
ち
登
録

し
て
く
だ
さ
い
▽
電
話
＝
こ
ど
も

の
人
権
１
１
０
番（
☎
０
１
２
０
・

０
０
７
・
１
１
０
）

問
い
合
わ
せ　

前
橋
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課
（
☎
０
２
７
・
２
２

１
・
４
４
６
６
）・
地
域
づ
く
り

課（
☎
40
２
２
１
１
）

作
物
へ
被
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。
農

地
の
所
有
者
は
、
耕
作
放
棄
地
に

な
ら
な
い
よ
う
農
地
の
適
正
管
理

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

全
国
農
業
新
聞
の
購
読

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
農
業
者
の

公
的
機
関
で
あ
る
農
業
委
員
会
系

統
組
織
が
週
刊
で
発
行
し
、農
業
・

農
村
振
興
の
ニ
ュ
ー
ス
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
農
業
総
合
専
門

紙
で
す
。

発
行
日　

毎
週
金
曜
日

購
読
料　

月
額
７
０
０
円

購
読
申
し
込
み　

農
業
委
員
会
事

務
局
へ

農
業
者
年
金

　

農
業
者
年
金
は
皆
さ
ん
の
老
後

の
生
活
を
が
っ
ち
り
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

メ
リ
ッ
ト　

▽
少
子
・
高
齢
化
時

代
に
強
い
積
み
立
て
方
式
▽
終
身

年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き
▽

支
払
っ
た
保
険
料
は
全
額
社
会
保

険
料
控
除
の
対
象
▽
認
定
農
業
者

な
ど
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
に

対
し
保
険
料
の
手
厚
い
国
庫
助
成

（
政
策
支
援
）も
あ
り
ま
す

保
険
料　

月
額
２
万
円
を
下
限
と

し
、
１
０
０
０
円
単
位
で
６
万
７

０
０
０
円
ま
で
増
額
可
能

※
35
歳
未
満
は
下
限
１
万
円（
要

農
業
者
の
皆
さ
ん
へ

耕
作
放
棄
地
の
利
用
状
況
調
査

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
・
発
生
抑

制
に
向
け
農
地
の
状
況
を
把
握
す

る
利
用
状
況
調
査
を
令
和
７
年
10

月
〜
８
年
１
月
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
は
、
地
域

の
景
観
を
損
な
う
だ
け
で
な
く
、

病
害
虫
の
温
床
や
野
生
鳥
獣
の
隠

れ
場
所
と
な
る
な
ど
、
近
隣
の
農

自
治
法
の
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い

そ
の
他　

▽
案
内
書
は
車
両
公
開

期
間
中
に
地
域
安
全
課
で
配
布
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
下
記
２
次
元
コ
ー
ド

を
読
み
取
り
）
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
▽
詳
細

は
案
内
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

15
日
㈮
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
に
地
域
安
全
課（
☎
㉒
７
４

４
４
）へ

　令和７年度のイベントアシスタント「ふじ娘」が決定
しました。
　長坂心暖さん・松浦佐和さん・小野澤彩華さん・小
野澤穂華さんの４人です。
　今後１年間、観光キャンペーンなどの各種行事に参
加しPR活動を行います。

問い合わせ　商業観光課（☎402317）

イベントアシスタント「ふじ娘」

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
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粗
大
ご
み
有
料
回
収

収
集
日　

９
月
１
日
・
８
日
・
22

日
の
月
曜
日
の
午
後（
各
日
先
着

５
人
）

収
集
品
目　

家
具
・
自
転
車
な
ど

収
集
制
限　

各
家
庭
４
点
以
内

料
金　

１
㎏
当
た
り
33
円（
消
費

税
込
み
）

そ
の
他　

収
集
日
当
日
に
収
集
す

る
品
を
玄
関
先
に
出
し
て
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

８
月

19
日
㈫
午
前
８
時
30
分
か
ら
電
話

で
清
掃
セ
ン
タ
ー（
☎
㉓
８
３
０

５
）へ藤

岡
・
平
和
の
た
め
の

原
爆
写
真
と
戦
争
資
料
展

日
時　

８
月
８
日
㈮
〜
10
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
５
時（
10
日
は
午

後
４
時
ま
で
）

会
場　

ら
ら
ん
藤
岡
花
の
交
流
館

内
容　

戦
争
に
関
す
る
資
料
・
作

品
展
示
、
前
橋
空
襲
紙
芝
居
、
平

和
作
文
・
戦
争
体
験
を
聞
く
会
な
ど

入
場
料　

無
料

そ
の
他　

各
日
の
内
容
な
ど
の
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

多
野
藤
岡
平
和
展

実
行
委
員
会
曽
根
さ
ん（
☎
０
９

０
・
１
８
５
２
・
８
０
８
９
）

日時　8月30日㈯・31日㈰午後9時～10時
申し込み　当日時間までにまつり本部前に集合してください

　両日とも午後3時30分～10時まで、右図のとおり交通規制を実施します。
▷路線バスは交通規制のため、臨時運行経路での運行となります（詳しくは車内のチラシを確認し
てください）
▷警察官・交通指導員・交通係員の指示に従ってください
▷路上駐車をせず、駐車場を利用してください。ただし、交通規制対象となる道路を使わないと、
利用できない駐車場については、その道路の交通規制時間帯は、入・出庫ができなくなるので、注
意してください（なるべく車での来場は遠慮してください）
▷通行車両は、安全運転をしてください
▷交通規制区域内の車両の出入りは一切できません。ご協力お願いします

…… 30日㈯・31日㈰午後3時30分～10時
…… 31日㈰午後5時15分～6時15分
…… 31日㈰午後5時15分～5時40分
…… 30日㈯午後5時～5時30分
…… 31日㈰午後5時50分～6時45分
…… 31日㈰午後9時30分～10時
…… 30日㈯午後5時～5時25分・午後7時15分～7時45分
 31日㈰午後4時～5時30分・午後9時～9時30分

 …… 車両通行止め　　　　　　…… 一般車両進路　　　　　　…… 駐車場
 …… 救護所　　　　　…… 案内板（通行止予告・迂回案内）　　　　…… 仮設トイレ
 …… 山車の回転に伴い、交差点内の一時通行止め有り

問い合わせ 藤岡まつり運営委員会事務局（商業観光課内☎402317）
 藤岡商工会議所（☎㉒1230）

交通規制の実施

藤岡まつり開催に関するお知らせ

清掃ボランティアの募集

16：15～16：30　開会式
16：30～17：30　子供みこし
17：00～20：00　M&Dフェスタ（中央公園）
17：30～19：00　宮神輿渡御
19：00～19：30　おどり大行進
19：30～21：45　大人神輿

16：00～20：00　羽咋市物産展示販売
16：00～20：30　藤岡物産市
16：00～21：00　世界遺産フェア
16：00～20：00　藤岡市物産協会展（中央公園）

8月30日㈯のスケジュール

 9 ：00～12：00　子供相撲（市民ホール）
16：00～17：00　藤岡若鳶

とび

会　梯
はし

子
ご

乗り
17：00～17：45　市民パレード
17：45～18：45　ダンスFUJIOKAウ～ハッ!
18：45～21：30　祇園山車行進

15：30～21：00　自衛隊展示
16：00～20：30　藤岡物産市
16：00～21：00　世界遺産フェア

8月31日㈰のスケジュール

イ
ベ
ン
ト

図
書
館
情
報

健
康
福
祉

そ
の
他

講
座
・
教
室

募　

集

ス
ポ
ー
ツ
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防災トピックス
Fujioka Disaster Prevention Topics

ふじおか

石川県 羽
は く い

咋市
姉妹都市

災害時に自分や大切な家族を守るのは知識と備え
です。「ふじおか防災トピックス」では、知ってお
きたい災害の知識やもしもの時にやるべき事など、
いざというときに役立つ防災情報をお知らせして
いきます。

【問い合わせ　地域安全課（☎㉒7444）】

未来の公園をデザイン

児童が市長にアイデアを発表
　７月３日、羽咋市邑知小学校の児童たちが、
今後改修が予定されている中央公園（羽咋市
中央町）のリニューアルに向けたアイデアを、
岸市長に提案しました。
　総合学習の一環として行われ、児童たちは
「みんなが集える公園」をコンセプトに公園
の改修案を立体的な模型で表現しました。
　また、トランポリンのような「ふわふわドー
ム」やUFO型の東屋などの整備に加え、高
齢者にも配慮したランニングコースや健康器
具の設置も提案しました。
　提案を受けた岸市長は「少しでもアイデア
が取り入れられるように考えていきたい」と
応じました。

福祉避難所について

　福祉避難所とは、災害時に、一般の指定避難所（小中学校など）での避難生活が困難な高齢者や
障害者などの特別な配慮を必要とする要配慮者を受け入れるための特別な配慮がなされた避難所の
ことを言います。

気付いたら定期購入だった！

　SNSで「１回限り」「90％オフ」「解約不要」
という美容クリームの広告を見つけ、購入

し受け取った。しかし、30日後に購入した覚えの
ない同じ商品が届いたので、受け取り拒否をした。
後日、受け取り拒否をした商品の請求書が届いた。
商品を受け取っていないが、代金を支払わなけれ
ばならないのか。

　通信販売は原則販売店の規約に従うこ
とになります。注文完了ボタンを押す前の

最終確認画面をよく確認しましょう。小さな文
字で重要な情報が書かれていることがあります。
また、利用規約の内容もよく確認するようにし
ましょう。違約金に関する決まりや、解約の期
限などが記載されていることがあります。
　解約の連絡をせずに受け取り拒否をすると、
商品の紛失などを理由に支払いが発生する場合
があります。商品が届いてしまったら、受け取
り拒否をせず、販売店に電話をして納得できな
い旨（１回限り、解約不要と書かれていたから
定期購入だとは思わなかったなど）を伝えましょ
う。解約ができないなど、困った時は早めに消
費生活センターに相談してください。

消費生活の相談は市消費生活センター ☎fax兼用⑳1133（来庁相談要予約）　相談時間  平日午前9時～午後4時

～藤岡の文化を探る
～

【問い合わせ 文化財保護課（☎㉓5
997）】

No.111
養蚕指導書

～先人達の工夫と理論～

　高山長五郎が創始した養蚕法「清温育」は、
後に日本の近代的養蚕法の標準とされました。
高山長五郎はその「清温育」を考案するに当た
り、多くの養蚕家を訪ね、養蚕指導書を読み研
究を重ねました。では、この清温育が考案され
る以前は、どのような養蚕指導書があったので
しょうか。
　養蚕指導書が登場するのは、養蚕業が発展し
た近世中期以降です。群馬県内で最も古いもの
が、1712年に群馬郡北下村（現吉岡町）の馬
場重久が著した「蚕養育手鑑」です。本書では、
序論で養蚕の歴史と「当たり」・「はずれ」が起
きる原因について述べています。また、「昼夜炭
の火を起こし随分あたたかにすべし」と、飼育
の過程の一部で火力を使用することついて述べ
ているのが特徴の１つです。
　「養蚕須知」は1794年に群馬郡渋川町（現渋
川市）の吉田芝渓が著した養蚕指導書で、上・

中・下の３巻からなります。養蚕道具や蚕の習
性、成長時期ごとの飼育法、繭の取り扱いや桑
の刻み方などについて述べています。さらに、
当時は女性が主として携わっていた養蚕を「一
家の主人が差配すべき」と主張しています。
　その後、幕末から明治期にかけて、佐波郡島
村（現伊勢崎市）の田
島弥平が換気を重視し
た飼育法「清涼育」を
考案し、1872年に「養
蚕新論」にまとめまし
た。「清涼育」とほぼ
同じ頃に考案されたの
が、人工的に温湿度を
管理した「温暖育」の
長所を取り入れた、高
山長五郎の「清温育」
でした。

　避難所生活において何らかの特別な配慮を必
要とする要配慮者のうち、社会福祉施設や医療
機関などに入所・入院するに至らない程度の人
が対象になります。

福祉避難所の対象となる人

福祉避難所の開設
　福祉避難所は、指定避難所の開設後に必要に
応じて開設される２次的な避難所なので、災害
時に最初から開設されることはありません。平
常時は入所・通所施設として運営されているた
め、災害時には、市が各施設の空きスペースや
施設職員の配置などを確認し、受け入れ可能な
施設を福祉避難所として開設します。そのため、
直接避難することはできません。受け入れ態勢
が整ったところで、家族や地域における支援者
などが対象者を福祉避難所へ移送してください。

自宅 福祉避難所

指定避難所

直接避難すること
はできません

制作した模型で岸市長に
説明する児童たち

蚕養育手鑑（明治29年増刷版）
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●会場：保健センター
●問い合わせ：子育て応援課（☎402268）

9月
September

子どものポカン口について

重
し げ た

田 妃
き な

杏ちゃん
（１歳５カ月・立石）

いつもにこにこ笑顔を見せて
くれて

ありがとう♡ぱぱとままの宝物
だよ

中
なかじま

島 旺
お う

桜ちゃん（３歳２カ月・藤岡）
みんなに可愛がられている旺桜ちゃん♡今は新幹線が大好きです！

横
よ こ た

田 一
い ち か

華ちゃん
（３歳４カ月・下栗須）

すくすく元気に育ってね☆

■対象　　　市内在住の４歳未満（受付時点）で過去に掲載のない子ども
■応募方法 ①右記２次元コードから応募②任意の用紙に保護者の氏名・住所・電話番号・子どもの名前（ふりがな）・生年
月日・子どもへのメッセージ（32字以内）を明記し、子どもの写真１枚を郵送・メール・持参のいずれかの方法
■応募先　　秘書課広報広聴係（☎402208  hisyo@city.fujioka.gunma.jp）

　３～12歳の子どもの３人に１人がポカン
口（口唇閉鎖不全症）の疑いがあり、年齢

が上がるにつれその割合は増えていきます。ポカン口
の原因としては、口周りの筋力不足、歯並びや鼻詰ま
りなどがあります。口が開いていても鼻呼吸をしてい
る子どももいますが、多くの場合は口呼吸をしていま
す。口呼吸をしていると口の中が乾燥してだ液の働き
が低下することにより、むし歯や歯周病、口臭の原因
になったり、風邪やアレルギー疾患、インフルエンザ
などにかかりやすくなったりします。また、舌の位置
が下がることで出っ歯の原因になることがあります。
　ポカン口の特徴として、唇に締まりがない（上唇が
富士山のような山型をしている）、唇の間から歯が見
える、唇が乾いている、前歯が茶色く着色している、
食べる時にくちゃくちゃ音がするなどがあります。ポ
カン口に気付いたときは、習慣にならないように口を
閉じるよう促してみましょう。鼻詰まりが多い場合に
は耳鼻咽喉科を受診しましょう。また、口周りの筋肉
を鍛えたり、鼻呼吸を練習するトレーニングがありま
す。ポカン口が疑われる場合は、かかりつけの歯科医
師に相談してみましょう。

ふとした時に子どもを見ると口が開いたま
まの時があるので気になりますQ

A

項目 期日・受付開始時間 対象年齢・内容

両親学級
※要予約

27日㈯
午前９時20分 沐

もくよく

浴・妊婦体験など

股関節検診 ９日㈫
午後１時15分 令和７年６月生まれ

４カ月児健康診査 16日㈫
午後１時15分 令和７年５月生まれ

離乳食教室
※要予約

９日㈫
午前10時 令和７年４月生まれ

育児相談
※要予約

19日㈮
午後１時

乳幼児の発育発達相談
など

すこやか教室・
ブックスタート

10日㈬
午前９時30分 令和７年２月生まれ

１歳児健康診査 10日㈬
午後１時15分

令和６年９月生まれ
※フッ素塗布券配布

１歳６カ月児
健康診査

25日㈭
午後１時15分 令和６年２月生まれ

わくわく相談
（２歳児相談）

19日㈮
午前９時45分 令和５年５月生まれ

３歳児健康診査 18日㈭
午後１時 令和４年５月生まれ

５歳児健康診査
※集団遊びがあります

２日㈫・３日㈬
午前８時50分 令和２年９月生まれ

30日㈫
午前８時50分 令和２年10月生まれ

特別編

問い合わせ　図書館（☎㉒1669）

　現図書館は、複合施設（旧藤岡総合病院跡地）への移転のため休
館しています。休館中は、司書のおすすめ本を紹介する「本との出
会い」を休載し、代わりに新図書館を紹介する「本との出会い特別編」
をお届けします。

　新図書館では、１人で集中して読書やレポート作成、
Web会議などができる個室席や、２～４人で利用で
きるボックス型の座席、グループ活動室など、さま
ざまな目的に合わせたスペースを用意しています。
このほかにも、天気の良い日に利用できるテラス席や、
芝生広場に面した窓沿いにある長いソファー席、子
どもが靴を脱いで本を読めるスペースなどがありま
す。カフェで購入したコーヒーを持ち込んで、読書
を楽しむこともできます。
　一部の座席・個室などの利用は時間制となってお
り、図書館の利用カードを持っている人が予約して
利用することができます。当日に館内で予約を行うか、

誰もが居心地の良い空間を目指して

事前に市ホームページから座席予約システムにアク
セスして予約をしてください。なお、このシステム
から座席・個室などの予約状況を確認することもで
きます。
　新図書館には子どもから大人まで、誰もが気軽に
立ち寄り、充実した時
間を過ごすことができ
るよう、さまざまな機
能・設備を整備してい
ます。自分だけのお気
に入りの場所を見つけ
てみてください。

問い合わせ　地域づくり課（☎402211）

「ミニよかんべぇまつり」で
　 地域交流、にぎわいの創出！

鬼石地区

 ミニよかんべぇまつり（令和６年３月９日） 
　５年度に復活させた「ミニよかんべぇまつり」
を、６年度も開催しました。
　屋内では鬼石地区で活動する団体の作品展示
やステージ発表が行われ、来場者を楽しませま
した。また、今回初めての試みとして、環境に
優しい素材でバッグや籠、小物入れなどを作る、
エコクラフトサークルによるワークショップを
開催しました。参加者からは、新たな発見の場
になったと好評の声をもらいました。屋外では

晴天の下、地
元商店などに
よる出店やバ
ザーが行われ
ました。鬼石
地区移住者の
出店数も前回

　鬼石地区地域づくり協議会では、地域コミュニティの維持強化のため、地域の課題解決に向けた
話し合いとともに、地域活性化のためのイベントの検討・実施を行っています。

より増え、地域
の一員としてイ
ベントを盛り上
げました。また、
地域づくり協議
会で課題として
挙げられた高齢
者ドライバーへの対策として、認知・判断・行
動機能を測定できるゲームの体験コーナーを設
け、自分の現状の把握に役立ててもらいました。
市制施行70周年記念事業として行った藤岡市産
イチゴの抽選会は行列を作り、大いに盛り上がっ
ていました。
　たくさんの人に参加してもらい、鬼石のにぎ
わい・地域交流の場となりました。今後も継続
と変化を織り交ぜながら、幅広い世代の人が楽
しめるイベントを実施していきます。
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相談 日時 会場 予約 問い合わせ

法律相談 ５日㈮・19日㈮・25日㈭
午後１時～４時

市役所本庁舎
25日は地域づくりセ
ンター鬼石

下記期日から電話またはふじ
おか電子申請受付システム（右
記２次元コードを読み取り）で
予約
▷５日＝８月22日㈮
▷19日＝９月５日㈮
▷25日＝９月11日㈭ 地域づくり課

（☎402211）

行政相談 10日㈬・17日㈬・18日㈭
午後２時～４時

市役所本庁舎
18日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

人権相談 12日㈮・18日㈭・26日㈮
午後１時～３時

市役所本庁舎
18日は地域づくりセ
ンター鬼石

当日会場へ（予約不要）

心配ごと相談 10日㈬・24日㈬午後１時～４時 総合学習センター北棟 当日会場へ（予約不要）
市社会福祉協議会
（☎㉒5647）ボランティア

相談
毎週月～金曜日、13日㈯
午前８時30分～午後５時 総合学習センター南棟 予約不要▷相談方法＝電話・面談

青少年相談

毎週月～金曜日
午前９時～午後４時 青少年センター

（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談・LINE
（アカウント名：藤岡市青少年
センター）

青少年センター
（☎㉔4150）毎週土・日曜日

午後１時～４時

教育相談 毎週火・木・金曜日
午前９時～午後４時

教育研究所
（教育庁舎内）

予約不要
▷相談方法＝電話・面談

教育研究所
（☎㉓9801）

家庭児童相談 毎週月～金曜日午前９時～午後４時 保健センター 予約不要
▷相談方法＝電話・面談

子育て応援課
（☎402268）

　午前の部では、桐生市の畑まで行き、
ジャガイモを掘ってサツマイモの苗を植
えました。参加者には畝作りからマルチ
シート張りまで、本格的な農作業を体験
してもらい、採れたてのジャガイモはそ
の場で蒸して試食しました。午後の部で
は、収穫したジャガイモを鬼石のゲスト
ハウスに持ち帰り、農園で採れた野菜を
たっぷり入れたカレーを作りました。移
住検討中の家族や既に移住して来た人も
交え、楽しい夕食会となりました。笑顔
いっぱいのコミュニティー空間を今後も
企画していきたいと思います。

　地域おこし協力隊に着任して３年目になるこの夏、宿願
の畑おこし活動に着手しました。季節の野菜をテーマに、
「採る」と「植える」を同時に行う群馬横断農業体験ツアー
を開催しました。

地域おこし協力隊
星野　貴男

問い合わせ　鬼石振興課（☎523111）

協
力
隊
の
活
動

は
こ
ち
ら

　

現
代
の
日
本
社
会
は
、
多
様
な

人
種
や
民
族
が
共
に
生
活
す
る
社

会
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

観
光
や
留
学
、
就
労
の
た
め
に
来

日
す
る
外
国
人
が
増
加
し
、
私
た

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
や
価
値
観

を
持
つ
人
々
と
共
に
暮
ら
す
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
人

種
や
民
族
を
理
由
と
し
た
差
別
や

偏
見
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
こ
の
問
題
を

認
識
し
、
解
消
に
向
け
た
行
動
を

取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

人
種
・
民
族
差
別
の
現
状

　

人
種
・
民
族
差
別
と
は
、
肌
の

色
・
国
籍
・
文
化
的
背
景
・
宗
教
・

言
語
な
ど
の
違
い
を
理
由
に
、
特

定
の
集
団
や
個
人
が
不
当
な
扱
い

を
受
け
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ

の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
言
動
に

よ
る
直
接
的
な
差
別
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
や
そ
の
子
ど
も
が
日
常
生

活
や
職
場
、
学
校
な
ど
で
偏
見
を

感
じ
た
り
、
不
平
等
な
扱
い
を
受

け
た
り
す
る
と
い
っ
た
間
接
的
な

差
別
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
、
在
日
外
国
人
の

増
加
に
伴
い
、
文
化
や
言
語
な
ど

の
違
い
を
理
由
に
誤
解
や
偏
見
が

生
じ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、

特
定
の
民
族
や
国
籍
を
標
的
に
し

た
差
別
的
な
言
動
や
デ
マ
が
拡
散

さ
れ
る
こ
と
も
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

法
的
な
取
り
組
み
と
課
題

　

人
種
・
民
族
・
宗
教
・
国
籍
・

性
別
な
ど
を
お
と
し
め
た
り
、
そ

れ
ら
へ
の
差
別
を
あ
お
っ
た
り
す

る
言
動
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
28
年
に
「
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
解
消
法
（
通
称
）」
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
法
律

だ
け
で
は
差
別
を
完
全
に
な
く
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
差
別
や
偏

見
は
し
ば
し
ば
無
意
識
の
う
ち
に

行
わ
れ
、
気
付
か
ぬ
う
ち
に
他
者

を
傷
付
け
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
教
育
や
啓
発
活
動
を

通
じ
て
、
人
権
感
覚
・
人
権
意
識

を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
し
て

　

人
種
・
民
族
差
別
を
な
く
す
た

め
に
は
、
文
化
や
生
活
習
慣
な
ど

の
違
い
を
理
解
し
、
そ
れ
ら
を
尊

重
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の

上
で
、
全
て
の
人
が
対
等
な
存
在

で
あ
る
こ
と
を
常
に
意
識
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
固
定

観
念
に
基
づ
き
、
無
意
識
の
う
ち

に
差
別
的
な
言
動
を
し
て
い
な
い

か
、
相
手
を
傷
付
け
る
言
葉
を
使
っ

て
い
な
い
か
、
振
り
返
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
の
情
報
を
う
の
み
に
せ

ず
、
正
し
い
知
識
を
得
る
こ
と
も

大
切
で
す
。

　

多
様
な
人
種
や
民
族
の
共
生
は
、

社
会
を
よ
り
豊
か
に
し
ま
す
。
多

様
な
文
化
が
共
存
す
る
こ
と
で
、

新
し
い
価
値
観
や
考
え
方
が
生
ま

れ
ま
す
。
在
日
外
国
人
と
の
交
流

を
促
進
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る

こ
と
で
、
多
文
化
共
生
・
共
創
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

㉒
６
８
８
８
）

　市は健康寿命※日本一を目指し、市民が楽
しみながら健康づくりに取り組めるよう、健
（検）診などに参加するとポイントが貯まる
「健康マイレージ事業」を推進しています。貯
めたポイントでお得な特典と交換することが
できます。
　いつまでも元気に過ごすために、定期的に
市の特定健診やがん検診、健康講座に参加し、
健康寿命を伸ばしましょう。

健康マイレージ事業の推進

「10年、20年先の都市環境を創造するまちづくり」を
テーマとした藤岡市の施策を紹介します。

問い合わせ　健康づくり課（☎402808）

〜
人
種
・
民
族
差
別
の
解
消
〜

人
権
を
考考 

え
る

対象者 　 市内在住の18歳以上の人（18歳で
高校などに在学している人を除く）

対象事業
▷各種健（検）診事業
▷そのほか健康講座など
特典
▷市ゴミ袋セット
▷藤岡市産野菜など
その他
詳細は市ホームページ（右記２次元
コードを読み取り）を確認してください

　日常生活に関する悩み事、困り事の相談を無料で受けます。相談員は各分野の専門家で、秘密
は厳守します。

ったとききの の無料料相談

健康寿命日本一への取り組み

※健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間

もっと知りたい！もっと知りたい！

藤岡市のこと

『鬼石で深まる移住者交流』『鬼石で深まる移住者交流』
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ト
曲
を
生
み
出
し
ま
す
が
、
ど
こ
か
懐

疑
的
な
思
い
が
拭
え
ず
、
結
婚
を
機
に

ア
メ
リ
カ
へ
移
住
。
華
や
か
な
芸
能
界

を
離
れ
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
作
り
を
始
め
ま
す
。
チ
ョ
コ
レ
ー

ト
は
偶
然
有
名
な
フ
ー
ド
ラ
イ
タ
ー
の

目
に
留
ま
り
大
人
気
に
。
し
か
し
、
自

宅
が
山
火
事
に
遭
い
全
焼
し
、
失
意
の

中
日
本
へ
帰
国
し
ま
す
。

　
「
帰
国
後
も
次
々
と
仕
事
が
や
っ
て

来
て
、
東
京
に
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
お
店

も
持
ち
ま
し
た
。
で
も
あ
る
日
限
界
が

来
て
、
自
然
の
中
に
住
み
た
い
な
と
思
っ

た
ん
で
す
」と
話
し
ま
す
。「
あ
ち
こ
ち

見
ま
し
た
が
、
鬼
石
の
古
民
家
を
見
た

と
き
、こ
こ
だ
！
と
直
感
で
思
い
ま
し
た
。

眼
前
に
湖
が
広
が
り
、
鳥
の
声
で
目
覚

め
る
生
活
。
自
分
の
身
の
丈
に
合
っ
て

心
地
良
い
も
の
が
、
一
番
価
値
が
あ
る

と
思
う
ん
で
す
」と
語
り
ま
す
。

　

頭
を
空
に
し
、
目
の
前
に
あ
る
物
に

感
謝
す
る
事
を
心
掛
け
て
い
る
ウ
ォ
ー

マ
ッ
ク
さ
ん
。「
そ
う
す
る
と
ふ
っ
と

ア
イ
デ
ア
が
入
っ
て
く
る
ん
で
す
。
私

の
生
き
方
は
全
部
そ
こ
か
ら
」と
話
し

ま
す
。
本
当
に
い
い
仕
事
が
で
き
る
の

は
70
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
と
語
る
彼
女
の
、

「
ハ
ッ
と
し
て
！
G
o
o
d
」な
新
し

い
暮
ら
し
が
鬼
石
で
始
ま
り
ま
す
。

の
人
生
は
本
当
に
変
わ
っ
て
い

て
、
思
っ
て
も
い
な
い
の
に
突

然
大
き
な
変
化
が
や
っ
て
来
る
ん
で
す
」

と
語
る
ウ
ォ
ー
マ
ッ
ク
さ
ん
。「
宮
下

智
」の
名
で
数
々
の
著
名
人
や
ア
イ
ド

ル
グ
ル
ー
プ
に
楽
曲
を
提
供
し
、
ヒ
ッ

ト
を
生
み
出
し
て
き
た
彼
女
の
人
生
は
、

不
思
議
と
次
々
に
チ
ャ
ン
ス
が
舞
い
込

ん
で
き
ま
し
た
。

　

ピ
ア
ノ
の
レ
ッ
ス
ン
で
先
生
に
気
に

入
ら
れ
、
14
歳
の
時
に
ア
メ
リ
カ
へ
留

学
。
大
人
し
く
親
の
言
う
こ
と
を
良
く

聞
く
子
だ
っ
た
の
が
一
変
、
親
元
を
離

れ
ア
メ
リ
カ
の
自
由
な
文
化
を
目
の
当

た
り
に
し
、「
我
慢
し
て
い
た
も
の
が

爆
発
し
て
不
良
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
」と

い
た
ず
ら
っ
ぽ
く
話
す
ウ
ォ
ー
マ
ッ
ク

さ
ん
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
道
へ
進
む
こ
と

を
期
待
さ
れ
な
が
ら
も
、
音
楽
院
で
作

曲
の
面
白
さ
を
見
出
し
ま
す
。

　

帰
国
後
、バ
イ
ト
で
食
い
つ
な
ぐ
日
々

を
送
っ
て
い
ま
し
た
が
、
レ
コ
ー
ド
会

社
の
友
人
か
ら「
歌
謡
曲
を
書
か
な
い

か
」と
声
を
か
け
ら
れ
ま
す
。「
書
け

ま
す
！
と
す
ぐ
に
返
事
を
し
た
も
の
の
、

歌
謡
曲
は
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ

た
ん
で
す
。
こ
ん
な
感
じ
か
な
、
と
作
っ

た
曲
が
通
っ
て
し
ま
っ
た
」と
当
時
を

振
り
返
り
ま
す
。
そ
の
後
も
次
々
と
ヒ
ッ

「
私人

生
の
流
れ
に
乗
っ
て
鬼
石
の
地
へ

1956年東京都生まれ。作詞・作曲を手掛
けた「ハッとして！Good」が第22回日本レ
コード大賞で最優秀新人賞を受賞。2019
年から「世田谷トリュフ」を経営。

作詞・作曲家、ショコラティエ

ウォーマック　夕
ゆ み こ

美子さん
Profile


